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なぜ着目するのか？ ：「参加型GIS」から「地図の民主化」へ
• ‘90年代後半〜「参加型GIS」登場 (若林・西村, 2010)

– （専門家を中心に）まちづくり・都市計画分野で
のGIS活用や市民参加が普及

– 「参加型アクションリサーチ（PAR）」の高まり
（Cornish, 2023）

– オープンソースGISによる実践 (Yap et al., 2022)

• ‘00年代中盤〜「Geoweb」の台頭 (Sieber, 2008)
– 誰でも・いつでも・どこでも 地理空間情報の活用

が各分野で展開。Web地図＝スケールの非依存
– 2004年: OSM開始／2005年: Google Mapsの登場

• 地図を自由に使える国が少ないという社会的背景
• ジオ・ビジュアライゼーション技術の台頭

• ‘10年代〜 ｢ボランティア地理情報 (VGI)｣
– Goodchild(2007)により提唱， 瀬戸 (2010;2019;2024)
– （地図の）利用者側であった市民が「生産者／主体」に
– オープンデータ（とシビックテック）の世界的な展開

問い：OpenStreetMapが「オープンな地図」として
どのように機能し、そのコミュニティ・エコシステムが
どう成立しうるか？
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Japan Map Compare (日本のウェブ地図の比較サイト)
科学研究費・基盤研究(B特設)「クラウドソース型地理情報のトラスト：

網羅性と正確性、ダイバーシティに着目して」 18KT0049 

https://mapcompare.jp/©OpenStreetMap Contributors・国土地理院・ ©GeoTechnologies Inc.
©Apple Inc. ©Microsoft Corporation ©TomTom ©Zenrin ©Mapbox

https://mapcompare.jp/
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地理空間情報ｘオープンソースｘシビックテックの展開

災害時情報共有プラットフォーム
sinsai.info

印刷できる災害情報サービス
紙マップ

COVID-19禍の取り組み
テイクアウトマップ

さっぽろ保育園マップ
Code for Sapporo
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OpenStreetMap (OSM)（2004年〜）
1. Wiki的手法による自由な地図データ作成 ＝地図のデータコモンズ

– 運営は基本的にボランティアで行われ、OSM財団はサーバー管理やコミュニティ支援、外
部機関との連携・調停・法務対応など窓口として機能

– 二次利用可能（OdbL）なライセンスの地理データベース（≠ 背景地図）
2. Steve Coastがロンドンで開始。1000万以上の貢献者（Contributor/Mapper）

– 全世界を一つのXMLデータ（約800GB）で、毎日〜毎週単位でアーカイブ配布
– 日本から累計約45,000貢献者以上が参加 (Seto, 2023)

3. OSMデータを操作・検証するツールの多くはオープンソースで開発
– 地図エディタもオープンソースで開発・提供。ArcGISやQGISにも内包
– Facebook（現Meta）や国際連合等グローバルな機関での採用・ツール開発支援

4. OSMを使った／対象とした論文は主要学術誌で約1,800本（瀬戸，2024）



SPARC Japan セミナー2024 62025/1/30



SPARC Japan セミナー2024 72025/1/30



SPARC Japan セミナー2024 82025/1/30

③

予め許可された衛星画像等

インターネット上で情報を更新

① まち歩きによる情報収集 ② 転載許可された地図の収集

④ 最短 数分※ 程度でOSM地図が更新！
OSMを用いた地図サービスにも反映※

※サービスや利用環境によって
更新頻度は異なります。

https://www.openstreetmap.org/

◀紙地図で更新
iD JOSM Potlatch

PCで更新▶

◀スマホで更新

StreetComplete

「マッピングパーティ」の開催等

© mapconcierge (CC BY-SA 4.0)
を基に作成

オープンストリートマップ（OSM）の主な作り方

Vespucci Go Map!!

https://wiki.openstreetmap.org/wiki/Osm_Go!
https://wiki.openstreetmap.org/wiki/Every_Door
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日本における活動推移と継続性 (2009-2024)

https://piebro.github.io/openstreetmap-statistics

・参加者（マッパー）の累積数（45,526人 /2008-2024年6月）
・棒グラフ：各年次における編集回数（MAX:10,993,161回 /2011年）

https://piebro.github.io/openstreetmap-statistics
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日本における災害時のOSM活動の高まり

Seto, T. and Nishimura, Y.(2016): Crisis Mapping Project and Counter-Mapping by Neo-
Geographers, in Karan, P. and Suganuma, U. eds.: Japan after 3/11: Global Perspectives on the 
Earthquake, Tsunami, and Fukushima Meltdown, University Press of Kentucky, pp.288-304, 496p.
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OSMをめぐる「参加」のエコシステム
＝誰でも・いつでも・どこでも・どのような手段でも

データを
オープンに整備する

OSMの技術・ツール
をオープンに開発する

OSMに関わる人々を
オープンに育てる

・OSMデータ：OdbLライセンス
・標準地図タイルの提供
・ダンプデータ：PlanetOSM
・衛星画像によるトレース

・編集エディタの開発)
・各種API
・プロジェクト管理ツール
・データ検証ツール など

・マッピングパーティ開催
・OSM Wiki（各種ドキュメント）
・weeklyOSM（週刊ニュース）
・LearnOSM（教材サイト）
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OSMにおける新しいリサーチトピックへの着目（瀬戸,2024）
• 新しい地理空間データの作成方法の台頭

– AI等による自動マッピング技術の提供や精度向上（Schröder-Bergen et al., 2022）
– 3次元都市モデルの組み込み・高度化（Seto et al., 2023）

• 地理空間データの品質向上と更新の継続性
– ローカル＆ミクロスケール（福島や大阪などが好例）での日常活動に対する評価
– 政治的／意図しない／悪意のあるデータ破壊への対応 (Juhász et al., 2020)

• 地図をめぐる多様なアクターの出現と活動コミュニティの受容
– 商業：企業メンバーの台頭とAI技術の進展 (Anderson et al., 2019)
– 人道：ジェンダーギャップ・ローカルな貢献者や若手育成（Solís & Zeballos,2023) 

https://www.openstreetmap.org/user/mvexel/diary/400035
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Overture Maps Foundationの設立 (2023〜）
• The Linux Foundationが設立を発表し、Amazon・Meta・Microsoftなど

を中心にIT企業がオープンデータであるOSMなどを基にした地図ビジネス
の協同的な基盤を作るもの

• 品質や一貫性等がチェックされたOSM（一部のデータ）に加えて参加企業の一
定品質の商用データを統合することで「ハイブリッド」な地図データ提供

– Metaなど先行して関わってきた「Daylight map distribution」も統合されることに
• OSMとの関係性は？データの更新頻度は？

https://overturemaps.org/
https://note.com/moritoru/n/n10c7aac492b2

https://overturemaps.org/
https://note.com/moritoru/n/n10c7aac492b2
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Thank you!

tosseto@komazawa-u.ac.jp
https://tossetolab.github.io/

https://speakerdeck.com/tosseto

https://tossetolab.github.io/
https://speakerdeck.com/tosseto
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